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ジルコンは物理的・化学的に非常に強固な鉱物
であり，U-Pb法を始めとして様々な分析におい
て試料として用いられている．この点は(U-Th)/
He法においても同様である．一方，物理的・化
学的に強固であることから，ジルコンを分析のた
めに溶液化（分解）することは容易ではない．特
に，(U-Th)/He法ではヘリウムを脱ガスする際の
加熱により放射線損傷が回復したジルコンを，微
粉砕することなく分解しなければならないた
め，なおさら困難である．
このための手段として，主に(1)外熱式加熱加圧
容器（例えばParr Bomb）とフッ酸，(2)高周波
加熱加圧容器（例えばMilestone general製
Nova-8ローターと専用容器）とフッ酸，(3)アル
カリ融剤を用いてガラス化した後にフッ酸，の3
つの組み合わせが考えられる．それぞれ一長一短
があり，(1)は古典的な手法で知見が豊富だが容
器が高価であり分解に時間がかかる他，回収率
の安定性に不安がある，(2)は素早く分解できる
が連続加熱時間に上限があり分解が確実でな
い，(3)は安価で確実だが融剤によるICP-MSの汚
染が深刻である．(2)については今回導入を検討
した結果，市販されたまま非加熱のオーストラリ
ア産ジルコンサンドは240°C，2時間で完全に分
解されたが，1000°Cで一時間加熱し放射線損傷
を回復させた後では240°C，4時間でもほとんど
分解されなかった（図1）．(1)の分解時間はU-
Pb法による古い年代をターゲットとした非加熱
試料でも(U-Th)/He法におけるジルコン分解法と
しても240°C，40時間程度であり，外熱式加熱と
高周波加熱で分解時間に対する放射線損傷の影
響が顕著に異なることが示唆される（表1）．ジ
ルコン以外の試料に対する高周波加熱による分
解では，外熱式と同じ温度でも分解時間が顕著
に短い（場合がある）ことが知られており，この
原因としては高周波による分子振動の増加が，水

だけでなく試料自体にも発生している可能性が指
摘されている．今回の分解時間の違いも同様の原
因による可能性が高いが，高周波加熱は　　　
(U-Th)/He法のためのジルコン分解法としては有
効でないことが明らかになったので，これ以上は
追求しなかった．
次に，(3)の方法でジルコンを分解した後，イ
オン交換樹脂を用いた固相抽出法により試料溶液
を脱塩処理する方法を検討した．東濃地科学セン
ターではウラン同位体スパイクが利用できないた
め，この方法でも回収率が課題であり，100%回
収するか，少なくとも毎回安定した回収率を実現
する必要がある．イオン交換樹脂の吸着係数は一
般に溶液の酸濃度や共存元素濃度に依存する．ウ
ラン・トリウムの標準溶液を希釈して融剤（メタ
ホウ酸リチウム）を加えた模擬試料を乾固，8 M
硝酸に溶解してアクチノイド系列に高い吸着係数
を示すEichrom Technologies UTEVA resinに通
液後，0.1 M硝酸で溶出させた予備実験（図2）
を行った．結果を表2に示す．検量線の再現性と
回収率の再現性は等しく，回収率は十分に安定し
ていると考えられる．また，この試料のリチウム
濃度はブランクレベルであり，脱塩処理が完全に
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図1. 実験室での加熱のみを行ったジルコン（左）と，
それを高周波加熱で酸分解（240°C, 4時間）したも
の．ほとんど溶けていないことがわかる．スケールは
長軸が約500µm．



行われていることを確認した．
以上のことから，(U-Th)/He法におけるジルコ
ン分解法として，アルカリ溶融法を用いても　
ICP-MSの汚染を避けられることが確実となっ

た．今後，分解作業をまたいでの回収率の安定性
の確認や，ウラン・トリウムのブランクレベルの
検証を行い，定量手順の確立を図る．
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図2. 脱塩処理の様子．四角は機材
を，楕円は溶液や元素の所在を示
す．試料中のウラン，トリウムのみが
UTEVA Resinに吸着し，それ以外は
そのまま通過してスポイトの下部に
置かれた遠沈管で回収される．この
後，8 M HNO3のみを通液し，resin
粒子間に残ったリチウムを含む試料
溶液を洗い流す．その後，遠沈管を
換え，0.1 M HNO3でresinに吸着し
たウラン，トリウムを回収する．

表１．加熱方法とジルコンと分解時間�������
�#$"%���	�

��#$"% ���#$"%

��� ����� �����

��� ���� �����!��
� �

表２．脱塩処理後のU，Th濃度と回収率
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